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2025年度通常枠第1回 申請・採択状況
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選定基準・審査のポイント

ガバナンス・
コンプライアンス

包括的支援プログラムに示す事業を公正かつ適確に遂行できるガバナンス・コンプライア
ンス体制等を備えているか

事業の妥当性
事業対象となる社会課題について、問題構造の把握が十分に行われているか、また、解
決したい社会課題に対して事業計画（課題の設定、目的、事業内容）が妥当である
か

実行可能性 業務実施体制や計画、予算が適切か

継続性 助成終了後の計画（支援期間、出口戦略や工程等）が具体的かつ現実的か

先駆性（革新性） 社会の新しい価値の創造、仕組みづくりに寄与するか

波及効果 事業から得られた学びが組織や地域、分野を超えて社会課題の解決につながることが期
待できるか

連携と対話 多様な関係者との協働、事業の準備段階から終了後までの体系的な対話が想定され
ているか

●選定基準（公募要領p20（通常枠））

●審査のポイント：10月2日付プレスリリースに記載（press_20251002_01.pdf）

https://www.janpia.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/10/press_20251002_01.pdf
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採択となった申請事業で評価された点

① 事業対象となる社会課題や対象分野・地域で活動するアクター、関連する制度・行政
の現状・課題が事前のリサーチなどにより具体的に把握されている点

② 社会課題の解決に向けた事業のロジック（こういう課題に対して、現場の実情を踏ま
えると、こういう打ち手が有効であると考えられる、その結果がこういうように課題
解決につながる…といったシナリオ）が十分に検討されて示されている点

③ 資金分配団体自身が有する、事業対象領域の専門性や、人的ネットワーク、伴走支援
における実績や支援の専門性等を活かした事業内容となっている点

④ 事業終了後のその先を見据えて、助成先の実行団体の活動の出口戦略（資金面、人
的資本、事業継続性等）が明確に意識され、行政や他の関連機関との連携なども含
めて具体的に計画されている点

⑤ 実行団体以外にも波及効果が期待される事業となっている点（他地域への展開が事
業アプローチに組み込まれている、成果発信が計画に位置付けられている等）
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採択に至らなかった理由（１）

① 取り組む事業内容が休眠預金活用事業の趣旨に合致していない（「優先的に解決す
べき社会の諸課題」（3領域8項目）への合致度が低い、行政や民間企業により既に取
り組まれているなど） 

② 実行団体が本制度を活用して新たに取り組もうとする事業に対し、資金支援・非資金
的支援を一体的に行うような事業設定となっていない。
（資金分配団体の事業をフランチャイズ的に広げる計画のような、実行団体による創意工夫の余地が
少なくなる事業設計としているケースや、資金分配団体が従前より行っている営利事業の拡大に助成
金を活用するような誤解を与えかねない内容となっているケースあり）

③ １事業あたりの申請額の目安（草の根活動支援：1億円、ソーシャルビジネス形成支援、
イノベーション企画支援、災害支援：2億）を大幅に超過しているが、その理由につい
て明確な説明がない（公募要領に申請額の目安を超過する場合にはその理由を事業計画書補足
資料に記載するとの明示あり）
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採択に至らなかった理由（2）

④ 過去に休眠預金活用事業を実施した団体による申請事業において、過年度事業から
の発展性や申請事業終了後の出口戦略（資金面、人的資本、事業継続性等）が明確に
示されていないケース。
これまでに休眠預金活用事業での採択の実績がない、新たに申請をいただいた団体から

の申請事業においても出口戦略が曖昧、または明確に示されていないケース。

⑤ 事業実施体制（要員体制、カバナンス・コンプライアンス体制）が助成規模に見合った
ものとなっていないと判断されるケース

草の根活動支援事業（地域枠）に着目し、
より詳細に審査ポイントをご説明
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働きかけのメカニズム・
仮説を明確に示す必要

地域社会実行団体

支援を必要とする人

支援を必要とする人

地域のなかで活躍でき
る人 変容した地域社会

• 支援の「対象」から活動の「主体」
• 関係者のつながりの量と質の変化
等

地域型事業全体のインパクト
支援対象者への働きかけによるインパクト

支援対象者への働きかけだけでなく、地域社会への働きかけにより支援対象者を含めた地域社会全体の変
容を目指している申請も多い。その場合、働きかけのメカニズム・仮説を明確に示すことが必要ではないか。

草の根活動支援事業（地域枠）について
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草の根活動支援事業（地域枠）設計時の留意点
●評価された事業の特徴
①課題の設定・解像度が高い  ②地域内のネットワークを保有
③事業内容・計画が具体的  ④出口戦略が明確に意識されている
⑤地域内ネットワークの強化策など強みを活かしたアプローチが明確なケースも

●評価されなかった点およびその対応案
対象・スコープが不明確 支援対象者（顕在層・潜在層）の状況、実行団体・連携先候補等の地域内のアクターについて、日常的

な事業の積み重ねや事前の調査でしっかりと情報収集、分析することが重要
事業計画が具体的でない 地域の団体及びネットワークにどのような変化を起こし、終了後も維持発展させていくか。ToCなどを活用して

イメージを具体化することも一案 （事業範囲の絞り込みを行えばよい、というものでもない）
分野に特化せず地域全体で取り組む事業にはネットワークづくりなど事業推進アプローチ（コンセプト）を明
確にするのも一案

連携・協働の計画が不十分 地域内のネットワークを事業期間中にどう強化し、終了後にいかに維持発展させていくかを検討

出口戦略・継続性が不明確 助成期間終了以降にどのような状態を目指すのかを明確に（政策提言・行政連携・委託事業獲得、地域
企業からの寄付・寄贈・協業、地域内の他団体との連携、ファンドレイジングの具体的方策等）

伴走支援内容が不明確 自団体の強みを活かした非資金的支援方法を具体的に検討。評価実施の支援など自団体で専門性が不
足する場合にはコンソーシアムの組成や業務委託等による補強も一案

実施体制に不安が残る 助成事業経験が十分でない場合、実行団体数を絞ることも検討いただきたい
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2025年度緊急枠第1次申請・採択状況について

 申請：6事業、採択：2事業

 「集中的・即応的な支援が必要な課題に取り組む事業であることや迅速な支援の拡大が
期待できる実効性の高い事業であることなどが評価」（9月2日付プレスリリース）

 助成対象事業の例（緊急枠第2次公募要領p5。下線部を第1次から追記）

https://www.janpia.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/09/press_20250902_01.pdf
https://www.janpia.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/09/press_20250902_01.pdf
https://www.janpia.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/09/press_20250902_01.pdf
https://www.janpia.or.jp/wp/wp-content/uploads/2025/09/press_20250902_01.pdf
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休眠預金活用事業制度の趣旨、資金分配団体の役割等

■〈通常枠第1回・緊急枠第1次〉（2025年5月9日オンライン開催）

「公募説明会①~公募要領のポイントについて～」

■〈通常枠第1回・緊急枠第1次〉（2025年5月20日オンライン開催）

「公募説明会➁~申請書類の書き方・記入上の注意点について～」

※資金分配団体の具体的な活動イメージをお知りになりたい場合は、
以下のトークセッションをご参照ください。
（過年度分のため公募要領は最新版をご確認ください。 ）

■「資金分配団体からのメッセージ」（2024年7月版）

■「2023年度 公募説明会トークセッション」（2023年4月28日ハイブリット開催）

休眠預金活用事業制度の趣旨、資金分配団体の役割等につきましては、この後の説明の他、
2025年度通常枠第1回、緊急枠第1次に向けた公募説明会などを是非ご確認ください。

https://www.kyuplat.com/media-channel/video-janpia-2505/
https://www.kyuplat.com/media-channel/video-janpia-2505/
https://www.kyuplat.com/media-channel/video-janpia-2505/
https://www.kyuplat.com/media-channel/video-janpia-202505-2/
https://www.kyuplat.com/media-channel/video-janpia-202505-2/
https://www.kyuplat.com/media-channel/video-janpia-202505-2/
https://www.youtube.com/watch?v=EkHJh9N5t9U
https://www.youtube.com/watch?v=t2nDP6qiaXc
https://www.youtube.com/watch?v=t2nDP6qiaXc
https://www.youtube.com/watch?v=t2nDP6qiaXc
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以下HPもご参照ください

JANPIA HP
https://www.janpia.or.jp/

休眠預金活用プラットフォーム
https://www.kyuplat.com/

休眠預金活用事業情報公開サイト
https://johokoukai.janpia.or.jp/

https://www.janpia.or.jp/
https://www.kyuplat.com/
https://johokoukai.janpia.or.jp/
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